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ベッティーナ・フォン・アルニムの結婚生活
山　下　　　剛
20年に及んだアルニム夫妻の結婚生活は、戦争による困難と財政上の苦
難との格闘の日々だった。特に1820年代のベルリンは、フランスによる大
陸封鎖の影響で経済的にきわめて惨めな状況に追い込まれていた。アルニ
ムは自分の領地から収益を上げるために疲労困憊した。ベッティーナは度
重なる妊娠と子どもの世話、家事の負担や家計の維持に追われ、若い頃に
思い描いていた希望からどんどん離れていくことに耐え難い苦痛を覚え
た。徐々に増える長期の別居や頻繁な転居に伴う支出の増加は、必然的に
夫婦仲の悪化をもたらした。文学活動のために夫をベルリンへ呼び戻そう
とするベッティーナの努力はついに稔らなかった。
１．ベルリンでの新婚時代
新婚のアルニム夫妻はベルリン中心部のヴィルヘルム通り78番地（現在
のオットー＝グローテヴォール通り）に新居を構えた。そこはフォス伯爵
の屋敷の裏にあるガルテンハウスと呼ばれる小さな家だった。1811年５月
11日のゲーテ宛の書簡でベッティーナは、「フィレモンとバウチスでもこ
れほど穏やかな生活はできなかった」1 と、こでの牧歌的な生活の様子を紹
介している。
ベルリンはしかしイェーナ・アウエルシュタットでの敗北とそれに続く
フランス軍による占領の後、大きく様変わりしていた。多くの文芸サロン
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1 Fritz Bttger: Bettina von Arnim. Ein Leben zwischen Tag und Traum, Berlin（Ost）（Verlag der
Nation Berlin）1986, S.130
が花開いた古き良き時代は過ぎ去り、貧しく同時に愛国的な時代が始まっ
ていた。シュタインとその後継者たちによる社会改革の試みが人々の意識
改革を促し、反ナポレオンという民族運動の高まりをもたらしつつあった。
1810年には優秀な官僚を養成する目的でベルリン大学が創設され、ドイツ
各地から有能な人材が集結した。貴族や市民による愛国者たちのグループ
が続々と成立し、かつての女性によるサロンに代わって男性同盟が花盛り
となった。そこでは女性が発言を許されず排除されることも多かった。
1811年１月にはアルニム、アーダム・ミュラーらにより「キリスト教＝
ドイツ午餐会」が設立され、クラウゼヴィッツ、フィヒテ、サヴィニー、
クライスト、ブレンターノ、シュテーゲマン、ツェルター等々が入会した。
このサークルから「ベルリン夕刊新聞」が発行される。午餐会はリベラル
な宰相ハルデンベルク政府の寛容政策に反対の立場を取り、フランス人、
ユダヤ人、俗物の入会を認めなかった。きわめて保守的で愛国的な政治思
想と国家観が特徴であった。ヨーロッパ中世の文化に倣った国家建設を夢
想し、精神の気高さを重視する傾向が強かった。
ベッティーナは反ユダヤ主義をはじめとして多くの点でこのサークルの
考え方には共感できなかったが、かつてチロルの民衆蜂起を熱狂的に支持
したベッティーナは、改革のために人々の情熱を呼び覚まそうという考え
には理解を示した。ベッティーナには、自由や寛容さを抑圧し理想的な主
婦の規範を押し付けてくるベルリンの空気が息苦しかった。
アルニムはその反動的な思想のために進歩的な人々の間で評判を落とす
こととなった。アルニムは、ユダヤ人に対する一方的な偏見や差別に基づ
く議論に憤りを感じたモーリッツ・イツィヒというユダヤ人の兵士から決
闘を挑まれる。アルニムはこれに取り合わずにいたが、1811年７月に事件
が起こる。アルニムは公衆浴場でこの男に襲われたのである。二人はもみ
合いとなり、ステッキで殴られた男はよろめいて壁にもたれかかったとこ
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ろを逮捕された。裁判では男に有罪判決が下ったが、アルニムはこの一件
でも評判を落とすことになった。プロイセンの官途に登用されるというア
ルニムの希望もこの一件で無に帰することとなった。　
この年の８月末にアルニム夫妻はヴァイマルにゲーテを訪ねゲーテの大
歓迎を受けるが、９月13日にベッティーナとゲーテの妻クリスティアーネ
との間で世間を騒がす諍いが起こり、これが基でアルニム夫妻はゲーテの
家への出入りを禁じられることになる。2
この後アルニム夫妻はベッティーナの実家のあるフランクフルトとベッ
ティーナの腹違いの兄フランツが葡萄畑を所有していたライン河畔のヴィ
ンケルに長期滞在する。ベッティーナは第一子を身籠っていた。ベッティ
ーナは、幸福感に浸るアルニムをよそに、ゲーテを失った悲しみと苦悩の
中でゲーテとの和解の道を探し求めていた。1812年１月、フランクフルト
からの帰途についた時にも、ベッティーナはゲーテの息子の嫁オッティー
リエへの手紙で、スキャンダルの責任をすべて認め、ゲーテとの和解を望
んでいた。これ以降ベッティーナは結婚生活という現実に取り込まれていく。
1812年５月初めに長子フライムントを出産したベッティーナは、産後の
体力回復のため湯治を勧められ、一家はその夏をテープリッツで過ごすこ
とになる。７月末、アルニム夫妻は現地の庭園で思いがけずゲーテと遭遇
したが、ゲーテは「ごきげんよう！」と一言言っただけで、くるりと背を
向けて立ち去った。ゲーテの態度は変わらなかった。この滞在中に、ベッ
ティーナによる仲介なしに、ゲーテとベートーヴェンの歴史的な邂逅と別
れがあった。3
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2 拙稿：ベッティーナ・フォン・アルニムとゲーテ。東北医科薬科大学「教養教育関係
論集」31（2018）、97-99頁参照
その後フランクフルトとヴィンケルで裕福な人たちやブレンターノ一族
との交流を楽しんだアルニム夫妻は、カッセルにグリム兄弟を訪ね、すば
らしい８日間を過ごす。グリム兄弟はメールヒェン集の出版を望んでいた。
アルニムはベルリンの出版社探しを約束した。『子どもと家庭のメールヒ
ェン集』 初版第１巻にはベッティーナと５月に生まれたフライムントへの
献辞が添えられていた。アルニムは息子へのプレゼントとしてクリスマス
ツリーの根元にメールヒェン集を置くことができた。グリム兄弟への礼状
でベッティーナは完全な満足感に包まれていることを述べ、フライムント
の可愛らしい仕草のあれこれを事細かに描写している。　
結婚３年目に生活状況が変わる。
1813年３月 17日、プロイセンとロシアが対仏同盟を結び、フリードリ
ヒ・ヴィルヘルム三世が《わが国民へ》でフランスへの決起を呼びかけた
時も、ベッティーナはベルリンに留まった。ベルリンの住民たちは抵抗に
立ち上がる。ベルリン大学の学長となっていた義兄サヴィニーは学生軍の
出発を取り仕切った。サヴィニーは兵卒として、アルニムは大尉そして大
隊の副隊長として、旧兵隊の総動員に協力した。アルニムは義勇軍の武装
や大砲の購入のために戯曲の執筆に取りかかった。女性たちは子どもを連
れてほとんどがベルリンを去った。仲間内ではベッティーナが唯一の女性
として残り、サヴィニーとアルニムの世話にあたった。男たちは拳銃やナ
イフ、斧といった貧弱な武器で武装した。ベルリンは包囲され、プロイセ
ンとロシアの同盟軍はシュレージエン地方までの撤退を余儀なくされる。
しかし停戦協定により危機は一時的に去る。ほどなく戦争再開。10月 16
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3 拙稿：ベッティーナ・フォン・アルニムとベートーヴェン。東北医科薬科大学「教養
教区関係論集」29（2016）、41-43頁参照
日から19日に同盟軍が諸国民解放戦争に勝利。ナポレオンがライン川左岸
へ撤退。ライン同盟諸国は同盟から離脱する。
政情不安と財政難のため、アルニム一家はそれまでの生活を維持するこ
とが難しくなり、1813年 10月にオーバーヴァル通り３番地にあるサヴィ
ニーの家に転居せざるを得なかった。このような状況の下、10月２日に二
番目の男児ジークムントが誕生する。４人の男児たちの命名には愛国的な
アルニム夫婦の願いと同時に時代の移り変わりが明瞭に刻印されている。
長男フライムントには自由が、次男ジークムントには勝利が、三男フリー
デムントには平和が、そして四男キューネムントには勇敢さへの期待が込
められているのである。　
２．ヴィーパースドルフへ
1814年４月、プロイセン軍がパリに入城し、ナポレオンがエルバ島へ向
けて出発した頃、アルニム一家は生活費節約のためヴィーパースドルフへ
引きこもる。1810年から 14年までアルニムは官職にも就けず、また解放
戦争にも出征が認められず、これといった役割を果たせずにいた。また、
大きくなりつつある家族を養うために生活の糧を得る必要にも迫られてい
た。33歳になったアルニムは自分の所領から再起の道を模索することにな
る。
ヴィーパースドルフは全くの田舎で、時代から取り残されたような土地
だった。都会暮らしが長く人付き合いが好きだったベッティーナは、この
地への移住に大きな躊躇いを感じた。生活費節約とはいえ、長期滞在はほ
とんど考えられなかった。アルニムは筆一本で身を立てることに自信がな
かったが、かといって領地経営に鞍替えすることは考えていなかった。い
ずれ自分がプロイセンの何らかの職にあり付ければ、さっさとこの土地を
離れようと考えていた。しかし城館も農地も荒れ放題で、アルニム自身が
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長期にわたり土地の職人や小作人たちと一緒に改修・改良に取り組まなけ
ればならなかった。アルニムは農地から収益を上げようとどんどん領地経
営にのめり込んでいった。祖国の力になれない自分に対する不甲斐なさか
ら逃れる意味合いもあっただろう。　
1814年初秋からベッティーナの兄クレーメンスがここで比較的長期の滞
在をする。クレーメンスはウィーンで劇作家として地歩を固めようとして
うまく行かず、ヴィーパースドルフで静養しながら再起を図ろうとしたの
である。その時の一日の暮らしぶりはサヴィニー宛のベッティーナの手紙
が伝えている。　
クレーメンスもここで私たちと一緒に本当に穏やかに農場の仕事をして
います。朝食後各々が自室に入ります。〔……〕午後に私たちは野良仕
事に励みます。二人とも幾人かの人足の力を借りて樹々を切り倒します。
また基礎とするために、石を掘り出し手押し車で運びます。晩は（私た
ちは７時に夕食をとります）物語やほら吹き話が始まり、それはもう家
の梁がきしむほどです。クレーメンスはお話や奇談の宝庫です。９時半
にみな床に就きます。朝に私たちは健康的にまた起床します。4
（引用中の〔　　〕は筆者による補足。以下同じ）　
アルニムは作家活動を続けており、完全な領地経営者になりきっていた
わけではなかった。アルニムは戯曲『グライヒェン伯爵』を構想し、クレ
ーメンスはこの地の体験が盛り込まれた短編小説『平和人形の入った小箱』
に取りかかっていた。ベッティーナは田舎での家事にはどうしても意義を
− 18 −
山下　　剛
4 Bttger, S.148
見出すことができなかった。ベッティーナは歌を歌いピアノを弾き、他愛
のないおしゃべりに興じた。一家の暮らしは本来の農業労働とはほとんど
無縁であった。
11月にベルリンへ戻るクレーメンスにアルニムも同行する。12月初めに
はベッティーナも二人の子どもを連れて後に続いた。寒いヴィーパースド
ルフを避け、ベルリンで冬を越すためであった。　
1815年２月に３人目の子どもフリートムントが誕生する。しかし、束の
間の平和の後、ヨーロッパは再び混乱の時代へ突入していく。
２月26日、ナポレオンがエルバ島を脱出。民衆の歓呼の声に迎えられ、
パリへ入城する。反ナポレオンの大同盟を組んでいたプロイセン王も４月
に若者たちに向かい「武器を取れ！」と呼びかけた。ちょうどヴィーパー
スドルフに戻ったばかりのアルニムは、今度こそはと心に期するものがあ
ったが、ほどなくパリにおける同盟軍の華々しい活躍を知るに及び、領地
経営に縛られて身動きの取れない自分に身もだえするばかりだった。やが
て彼は死を予感するほどの重病に陥った。これはアルニムの言い知れぬ苦
悩がもたらした病だったとも言えるだろう。
アルニムがかつてその役職の後任を狙ったこともあったヴィルヘルム・
フォン・フンボルトは、今ではプロイセン代表としてウィーン会議に臨み、
「キリスト教＝ドイツ午餐会」の仲間だったシュテーゲマンは、宰相ハル
デンベルクの右腕となっていた。また歴史家ニーブールはプロイセンの使
節としてヴァチカンへ向かおうとしていた。アルニムは軍資金を調達しよ
うと劇作に熱心に取り組んだが、どの劇場からも引き手はなかった。田舎
暮らしに馴染めないベッティーナも時代の趨勢に身を委ねたいと思ってい
たが、実際に取り組んでいたのは、例えば、我が家の便器の蓋を自ら作る
ことという何とも惨めな有様だった。この片田舎ではヨーロッパの喧騒も
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どこか遠いところの出来事のようにしか感じられず、ライプツィヒの戦い
１周年の記念日も忘れているほどに、いつしかそれらへの関心も薄れてい
くようだった。誇り高いアルニムは愛国心と領地経営の葛藤にさいなまれ、
祖国に対しても家族に対しても期待外れの自分を恥じ責めるようになって
いった。領地は8,000ターラーの小作料をもたらしたが、それらは借金の
利子で消え、足りない時はハルデンベルクに泣き付いて、返済期限を延ば
してもらった。ベッティーナがどんなに節約してもこの状況は変わらなか
った。ベッティーナには持参金もあったが、アルニムは自分が死んだ後の
家族の生活保障として、これには決して手を付けようとしなかった。この
ような状況でも夫婦仲は良好だった。ベッティーナはつとめて明るく振る
舞った。アルニムは作家活動と領地経営を両立させるためには、経済学を
学ぶ必要があると思い詰めるようになっていた。その年の冬、アルニム一
家はヴィーパースドルフに留まる。　
1816年４月、アルニムは重い肺炎に倒れた。ベッティーナはこのときの
様子をこう書いている。　
病の峠はこの夜でした。この夜が私には恐ろしかった。私はアルニムの
足元に横になり、どうしようもない静けさの中でこの上もなくおぞまし
いあれやこれやの妄想に耳を傾けるしかありませんでした。私はこの最
悪の事態を不平を言わず耐え忍ぼうと覚悟を決めました。これこそは神
からの直接の恩寵でした。なぜなら私の中からはこのような力は生まれ
なかったからです〔……〕5
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後にこの体験が弱者を思いやるベッティーナの社会運動につながっていく。
病が癒えるとアルニムはどこか吹っ切れた様子で、活力を取り戻したよ
うに見えた。ベッティーナはその活力を文学創造に向かわせようと心を砕
き、親しい友人たちを次々とヴィーパースドルフへ招いた。
1816年６月にヴィーパースドルフに招待されたヴィルヘルム・グリムは
６月15日の兄ヤーコプへの手紙の中で、アルニムの家のたたずまいと一家
の暮らしぶりをこう書いている。　
アルニムの家は広く、それにつながる庭と背後の白樺の森は美しい。と
はいえ家の内部はかなり傷んでいます。しかし往時は煌びやかで元々は
豪勢にしつらえられていたことが偲ばれます。部屋は深紅のシルクの壁
布と贅沢な金の縁取り、そして板張りの床〔……〕6
〔……〕あのベッティーナが自分で家事をこなしていますし、大変なこ
と、例えば上手に料理することなども容易に習得していますが、このよ
うなことは彼女の性に合いません。そのため彼女は何もかもがいやにな
り、それでやはりすべてが散らかり放題になっています。そんなときに
は彼女は四方八方から騙されたりものを盗まれたりします。このような
暮しぶりから抜け出すことが、二人には望ましいでしょう。7
フランクフルトの大商人の娘であるベッティーナには、領地経営者の妻
になる資質は全くなかった。ベッティーナは藁にもすがる思いでサヴィニ
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6 Hermut Hirsch: Bettine von Arnim, Reinbeck bei Hamburg（Rowohlt Taschenbuch Verlag）
1987, S. 63
7 Bttger, S.152
ーに、アルニムのために住み込みの劇場支配人の口はないかと尋ねている。
この頃、思いがけずベッティーナに父親の遺産の一部が支払われ、財政難
は一息つくこととなった。この年の冬も一家はヴィーパースドルフに留ま
り、ベルリンのレツテ通り51番地に家を借りる。　
３．別居生活へ
1817年１月、４人目の子どもを出産するためにベルリンに向かうベッ
ティーナに、アルニムも同行する。３月末にキューネムントが誕生する。
アルニムは今後は領地経営にさらに力を入れることを決意する。アルニム
はそこに自分の救いを見出そうとしていた。子どもたちを田舎で育てたい
というアルニムの教育方針に、ベッティーナは反対だった。田舎暮らしを
嫌ったベッティーナは、有無を言わせず子どもたちとのベルリン移住を決
めた。ベルリン移住はアルニムを田舎暮らしの孤独から引き離し、多くの
人たちとの交流の中で文学活動を促す意味もあった。
アルニムが前年に執筆を再開した『王冠の守護者』はこの年の復活祭に
第一巻が出版され、評判となった。ベッティーナは伯父ラ・ロッシュがベ
ルリンに所有していたゲオルゲン通り３番地の家に転居する。この年の夏
以降、アルニムはベルリンの家とヴィーパースドルフを行き来しながら生
活することになる。アルニムの収入だけでは都会と田舎の二つの家を維持
することは無理だった。ベルリンでの生活はベッティーナ自身が何とかし
なければならなかった。しかし、家事や子育てに苦労しながら、多くの知
識人や文化人との交流によって個性を発展させ自己実現を目指す、ベッ
ティーナの新たな生活が始まることとなる。1818年春、ベッティーナはベ
ルリンの中心部にあるウンター・デン・リンデンに転居する。　
1808年にアルニムがヴィーパースドルフの領地経営を引き受けてからと
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いうもの、彼の仕事の中身も世界観も変化していった。アルニムは肉体労
働に作家活動からは得られない充実感を求めるようになっていく。アルニ
ムとの結婚生活において二人の関心の違いが徐々に顕在化していく。ベッ
ティーナにはアルニムの考えが全く理解できなかった。そして農作業にま
すますのめり込んでいくアルニムに不安を募らせていった。1818年半ば頃
から、夫婦間の不和が増えていく。19年４月、ベッティーナは一旦ベルリ
ンを離れ、夫の許に向かう。しかし数ヶ月後にはまたベルリンへ戻った。
ベッティーナは詩人のアルニムと結婚したのであり、自分が詩人の妻であ
ることを片時も忘れなかった。そしてことあるごとにアルニムを詩作へと
引き戻そうとした。1820年９月のアルニム宛の手紙でベッティーナは次の
ように訴えている。　
本当の詩人とは精神的な賢者のことを言います。地上で言えば王侯がそ
うであり、それを代表しています。詩人とはつまりいつか世界にとって
そうなる定めのものとして生まれます。しかし詩人が自分の内なる力を
疑うと、詩人はその王冠が人々の前で自分に授与される前に、それを置
いてしまいます。——そうなのです。詩人は地上の王侯たちのように、
人が耳を貸そうとしないところで、自分の声を上げることを知らなけれ
ばなりません。詩人は人が自分を認めようとしないところでは、懲らし
めなければなりません。とりわけ、詩人は自分に栄養を与えてくれる要
素を主張しなければなりません。つまり一人ひとりの胸の中で、我こそ
は星々の間に輝く彗星として存在しているのだということに、同意せよ、
そしてこれを意識せよと主張しなければならないのです。しかし詩人一
− 23 −
ベッティーナ・フォン・アルニムの結婚生活
5 Ibid. S.94f
6 Ibid. S.97
人ひとりが生まれながらの詩人なのだとしたら、あなたこそがそれなの
です〔……〕８
これに対してアルニムは、領民の幸せのために農作業や牧畜に励むこと
の喜びを述べている。アルニムは父親と農夫と詩人が統合された姿を理想
と考えるようになっていく。肉体と精神を鍛えるためにも田舎での農作業
は必要だった。ベルリンでの暮らしでは祖国に対する自分の不甲斐なさを
いやでも思い知らされた。アルニムは都会の文化や生活に対して批判的と
なり、家族から一人離れて田舎に引きこもりがちになっていった。
ベッティーナは母としての喜びも辛さも十分に経験していた。1818年夏
にマクシミリアーネが、そして 21年春にはアルムガルトが生まれ、10年
余りの結婚生活で子どもは６人になった。増え続ける子どもの世話と家事
の負担、それに家計の逼迫がベッティーナを常に苦しめた。借金を負った
領地の経営と文学創作と格闘していたアルニムにとっても、ベルリンの増
え続ける支出は精神上も健康上も大きな負担となっていた。そんな状況で
もベビー用品の要求やベルリンへ呼び戻そうとすることをやめないベッテ
ィーナに対して、アルニムはいら立ちを募らせていった。　
ベッティーナは、節約のためウンター・デン・リンデンの家で牛を飼い、
ミルクやバターを自ら確保しようと考えたり、アルニムの領地で穫れる農
作物や畜産物、牛肉や鶏肉の売り出しに乗り出したりもした。だが、妊娠
中は体調不良に苦しんだ。ベッティーナは繰り返し胸や背中や腰の痛み、
胃痙攣の苦しみを訴えている。　
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〔……〕私は咳や鼻水、夜昼なしの子どもの世話で疲労困憊していて、
夜の９時半にサヴィニー一家のところに行こうとしても、腰や背中の痛
みがとてもひどくて、お茶をもう一杯見つけるために、途中で休憩を取
らなければいけないほどです。9
健康を案ずるアルニムに対しては、あてつけのようにこう返答している。　
〔……〕でも私たちが子どもの数を増やすのをやめれば、事情はとても
良くなるでしょう。そしてこのことは私の幸せを求めるあらゆる願いに
力を与えるすばらしい効果を上げるでしょう。10
二人は離れ離れで暮らすことに徐々に苦痛を感じなくなっていった。ベ
ッティーナがヴィーパースドルフに赴くことはますます少なくなり、アル
ニムもできる限りベルリンを避けた。
ベッティーナは1820年３月に二人目の女児アルムガルトを産んだ時、ベ
ルリン暮らしを断念するかの選択を迫られた。ベッティーナは都会生活を
継続するために、フランクフルトで自分への遺産状況を確認し、フールド
銀行やメンデルスゾーン銀行にも助けを求めた。
1822年、37歳の誕生日を迎えたベッティーナは、アルニムに宛てた手紙
にこう書いている。　
聞くところによると、〔……〕あなたはこのお祝いの日々には来ないと
のこと。私はそれをはっきりと計算済みでしたし、それがどんなにつら
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いかをあなたに言いたくありません。なぜならあなたはそんなことを信
じないし、それゆえそれを真に受けることもないからです。私はあなた
の優しさにどんな要求もしません。なぜなら私はあなたが情熱から身を
捧げた理想ではないからです。でも私には驚きです。あなたが約束を守
りたいと思うほどには一番下の子ども〔アルニムと同じ金髪で碧眼のキ
ューネムント〕が可愛くないということが。その子は私にではなく、あ
なたに似ているのに〔……〕11 。
ベッティーナはこの年から翌23年８月末まで15ヶ月間にわたりアルニ
ムの許に留まるが、両者の不満は絶頂に至る。アルニムはベッティーナの
家計管理についてだけでなく、ベッティーナの気まぐれで激情的な性格や
人付き合いのやり方にまで不満をぶちまけた。
二人は子育ての方針の違いによっても対立を深めた。ベッティーナは子
どもたちの生まれながらの魂の力を尊重し、自由放任の態度をとった。ア
ルニムは規律を重んじる厳格な教育を望んだ。子どもたちがヴィーパース
ドルフを訪ねてきた時、子どもたちのあまりのだらしなさに驚愕し、アル
ニムはこう書いている。
子どもたちは恐ろしいほど怠惰でものを知りません。私はどうやって事
態を改善したらよいか、日夜苦しんでいます。それに子どもたちの振る舞
いがあまりに不様なので、ちゃんとした訪問客に紹介することができませ
ん。そうなのです、一口の食べ物ですら子どもたちはお行儀よく口に運ぶこ
とを知らないのです。それに部屋の中ではまるで豚小屋の豚のようです。12
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ベッティーナ自身もずいぶんと手こずった。ベッティーナはこう告白し
ている。
〔……〕私は無理強いすることができません。私は力ずくで言うことを
聞かせることができません。〔……〕ジークムントにビンタをした時も、
私はいわば無理にそうしたのです。それは怒りやいら立ちから起きたの
ではありません。それでも私はとても具合が悪くなり、気を失ってかま
どの後ろに倒れ込んでしまいました。翌日はすっかり打ちひしがれてい
ました。そして息子の特性に対して間違ったことをしてしまったとでも
いうような感情のために、私は息子に対して細心の注意を払わざるを得
なくなりました。13
子育ては伝統的に女性の務めとされていたが、ベッティーナはこれに反
発を感じていた。　
私は一人では何も満足にできないことを知っていますし、これ以上我慢
することができません。あなたご自身おわかりのはずです。こんなにや
んちゃ盛りの４人の男の子を大人しくさせておくことは私の役割ではな
いということを。マックス一人だけでも私には十分に厄介です。子ども
たちはあらゆる束縛を知らず、この上なく道徳に反する経験ばかりして
います。14
ベッティーナは子どもに十分に愛情を注いだものの、子どもの教育は家
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庭教師や世話係の女性に委ね、そのため経費がかさむ結果となった。ベッ
ティーナには家事も負担だったので、ベルリンのウンター・デン・リンデ
ンのゲオルゲン通り、フリードリヒ通り、ドロテーエン通り（現在のク
ラーラ＝ツェトキン通り）などの借家を転々としていた時期には、実に12
人もの使用人が雇われていた。また夏の間、ヴィーパースドルフへ帰る時
には、出費を抑えるために、家を手放し、家具類は安い天井裏の部屋に預
けた。　
４．詩人アルニムを求めて
ベッティーナはそれまでの結婚生活を振り返り、サヴィニー宛てにこう
書いている。
私は 12年の結婚生活を肉体的にも精神的にも拷問台の上で過ごしまし
た。そして配慮を求める私の要求は満たされません。私の展望はすべて
の事柄の終わりに至りました。15
しかしベッティーナは青春時代の希望を諦めたわけではなかった。日々
の生活に追われ、ともすれば彼女自らが軽蔑していた「俗物」的な生活に
埋没しそうになりながらも、ベッティーナの詩的な魂はその自由な発展を
ベルリンでのさまざまな人たちとの交流の中に見出していく。ベッティー
ナは詩的精神に溢れていた若き日のアルニムの姿にしがみ付いていた。
1820年９月にベッティーナはアルニム宛の手紙の中で、若き日の前途洋々
たるアルニムの神々しいまでの姿を思い起こしながら、こう書いている。　
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〔……〕そうなのです。あなたは私には生の喜びの本当の不死鳥のよう
に見えました。それは太陽のあらゆる光を一身に受け、翼を大きく広げ
てそれらに向かって飛んでいくことをやめないのです。いま私は自分自
身を責めます。私はこの飛翔に最も重いおもりをつないでしまったのだ
と。16
1817年の復活祭に『王冠の守護者』第一巻が出版されると、読者の注目
を集めるために、ベッティーナ自らこの本に関する論文を書き、これを書
評の下敷きにするようにとヴィルヘルム・グリムに送り付ける。本の評判
は上々で、アルニムをベルリンではイギリスの歴史小説家ウォルター・ス
コットと並べる見方もあるほどだった。ベッティーナはすぐにアルニムに
続編の執筆を望み、繰り返し繰り返し南ドイツへの取材旅行を急き立てた。
1820年秋にアルニムはフランクフルトへ、そしてさらにシュヴァーベンへ
向かった。旧知の詩人たちと交わり、創作への刺激はあったが、続篇はつ
いに不成立に終わる。
アルニムは短編小説に見るべきものが多い。しかし雑誌や小さな本に発
表されることが多かったため、あまり評判にならなかった。ベッティーナ
は戯曲の方がアルニムには向いていると見なしていた。1821年５月にシン
ケル設計によるシャウシュピールハウスが落成すると、夫に戯曲の執筆を
促し、ベルリンの劇場監督に直接売り込もうとも考えた。一方のアルニム
は宮廷演劇を好まず、自分が好む民衆演劇がベルリンでは否定的に受け取
られることがわかっていた。アルニムの詩人としての天命を信じていたの
はベッティーナだけだった。1829年夏にベッティーナはアルニムに向かっ
てこう発言している。　
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あなたは紛れもなく詩人です。そしてもしあなたが私の夫でなかったら、
私はどんなにあなたと恋愛を始めたいと憧れることでしょう。そうなの
です。どんな小さな詩、どんな新しい物語でも新たに私をどんなにあな
たに引き付けることでしょう。天地天命に誓って、私はあなたから日々
のパンや日々の声がけ、メモ書き、夫婦の接吻以外にもう何ももらわな
いような、あなたの年老いた皺くちゃの奥さんなど御免被るでしょう
〔……〕17
夫、父、農夫、詩人の統合というアルニムの考えがベッティーナには理
解できなかった。　
５．ベッティーナの危機
ベルリンの作家や文人たちは、ベッティーナに言わせれば、才能ですら
なく、俗物に過ぎなかった。そんな中でも建築家のシンケル、教養豊かな
ユダヤ人女性ラーエル・ファルンハーゲン、若き歴史家ランケ、神学者シ
ュライエルマッハーらとの交流がベッティーナの精神生活に豊かな彩りを
添えていく。これらに関しては稿をを改めて紹介しよう。　
1823年10月にベッティーナはヴィルヘルム広場へ転居。1824年７月か
ら３ヶ月、体調不良のため温泉地シュランゲンバートに滞在。同年12月に
アルニムがドロテーエン通り８番地に転居。翌25年１月にベッティーナも
この家に転居し、アルニムはヴィーパースドルフへ。ここから二人は完全
な別居状態に入り、これはアルニムの死まで続くことになる。1826年 10
月初めにベッティーナはドロテーエン通り 31番地に転居、34年４月まで
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住む。家賃は高かったが、アルニムに何と言われようと、ベッティーナは
これを諦めるつもりはなかった。
ベッティーナには女性の理解者は少なかった。また、反動的な勢力とは
交わりを持たなかった。精神の自由を何よりも大事にしたからである。
1826年のクリスマス、９歳になるキューネムントが猩紅熱に罹り、上の
二人の息子は感染を避けるためヴィーパースドルフの父に預けられ、二人
の幼い娘は感染の恐れはないとの医師の判断でベッティーナの許に留まっ
た。ベッティーナの精神状態は非常に不安定で危機的だった。27年の新年
にアルニムに宛てた手紙にこう書いている。　
時々私は妊娠したのではないかという妄想に襲われます。そして言い知
れぬ不安に満たされます。私はこれを何か別の病気と取り替えたいほど
です。18
妊娠は妄想ではなく、事実であることが判明する。しかしこれはベッ
ティーナにとってはもはや喜びではなく、忌まわしいものと受け取られた。
27年６月初めに息子たちが戻ってきた時、ベッティーナの体調と精神は最
悪の状態だった。アルニム宛の手紙にはどれも、妊娠時の尋常でない体調
不良が綴られている。８月30日、７人目の子どもギーゼラが誕生する。し
かしながらベッティーナの否定的な感情はあまり変わらなかった。42歳に
なってからの新たな子どもの誕生によって、心の中のより高度な希望がま
すます実現不可能になるのではないかという恐れがベッティーナを苦しめ
た。アルニムの領地経営や文学活動からの収入ではもはやどうにもならな
い状況だった。
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出産の１年後、鳩の卵大のリンパ腺の腫れに夜も眠れないほど苦しんで
いるのに、平然と節約を強要してくるアルニムに、ベッティーナは怒りを
爆発させて、1827年12月にこう書いている。　
私は毎日かまどへ行き、余った薪を取り戻します。〔……〕私は黒い服
しか着ませんし、小さい帽子も被りません。それは汚れ物を増やさない
ためです。いまは６年前に買った冬物のつば広の帽子を被っています。
私は暖かいマントを持っていませんし、新調もしませんし、コンサート
にもオペラにも行きません。それらは私の生活の唯一の楽しみなのです
が。要するに、私は自分が糾弾される罪状など知らないのです。でも肌
着は子どもたちのために買ってやらなければなりません。神様は私が手
に取るペンで時々画用紙に気まぐれな絵を描く幸せを私に贈ってくれま
した。これがなければまるでバスティーユの牢獄で暮らしているような
ものです。19
ベッティーナは27年５月と６月に催されたアウグスト・ヴィルヘルム・
シュレーゲルや同年秋のアレクサンダー・フォン・フンボルトの評判の講
演会にも行けず、後で仲間からその様子を聞くしかなかった。1830年のパ
リの七月革命やそのベルリンへの影響にも関心が掻き立てられなかった。
ベッティーナはそれほどまでに追い込まれていた。
1830年８月初めにベッティーナがフランクフルトの親戚を訪ねようとし
た時、アルニムはフランスやフランクフルトの最新の状況を目撃者から直
に聴けることをうらやましく思った。ベッティーナはヴァイマルにゲーテ
を訪ね、その後保養地のブリュッケナウに滞在する。そこでいまはバイエ
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ルン王となっていたルートヴィヒ一世と再会する。ベッティーナは1808年
にミュンヒェンで当時王太子だった現王と知り合っていた。滞在は８日間
に延びた。やっとフランクフルトに到着すると、兄ゲオルクの長男が病死
したところだった。自分の娘マクシミリアーネもチフスで床に就く。ベッ
ティーナは喪の悲しみに沈む親戚たちに寄り添いつつ、娘の看病にも身を
捧げなければならなかった。幸先よく始まった旅行は悲しく終わる。ベッ
ティーナは、自分たちが世界の中心であると信じ込み世界情勢に全く関心
を示さない親戚たちに囲まれ、何とも言えない疎外感を味わった。ベッ
ティーナはアルニムのハイデルベルク時代からの友人ゲレスに会う。ゲレ
スはかつてとは大違いで、いまではローマ教皇を熱狂的に信奉する強硬な
保守主義者となっていた。そんなゲレスにベッティーナは大きな戸惑いを
禁じ得なかった。ゲーテの『西東詩集』のズライカとして知られていたマ
リアンネ・フォン・ヴィレマーとも会っている。マリアンネはゲーテ宛の
書簡でベッティーナが描いたルートヴィヒ一世のスケッチを誉めている。
マクシミリアーネの病気のせいでフランクフルト滞在は３ヶ月に及ん
だ。その後姪夫婦の領地があるノイホーフを経て、帰路にヴァイマルを通
る。この時はゲーテにスケッチを見てもらうことに成功するが、息子の嫁
オッティーリエの陰口をきいたことでゲーテをまた怒らせてしまう。やっと
開きかけたゲーテとの和解の扉は、またしても固く閉ざされてしまった。20
11月４日夜にヴィッテンベルクに入るが、ヴィーパースドルフへ向かう
馬車が見つからず、仕方なくベルリンへ向かう。政治的に不安定だったこ
の時期は稔りなく終わりに向かう。　
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20 拙稿：ベッティーナ・フォン・アルニムとゲーテ。98-99頁参照
６．アルニムの死
1828年のクリスマス、ベッティーナはベルリンで７人の子どもたちと過
ごす。アルニムが子どもたちを田舎に呼ばなかったからである。1829年、
アルニムはリウマチ治療のため最後の保養旅行に出る。この年もアルニム
はクリスマスに現れなかった。アルニムは貧窮のため一番下の子どもにお
もちゃを買うことができただけで、他の子どもたちは砂糖菓子で我慢しな
ければならなかった。
1830年、アルニムにとって最後となったクリスマスも、彼は現れなかっ
た。11月にアルニムは三週間の予定でベルリンへ向かう。ここでも夫婦間
の考え方の違いが改めて確認されるだけだった。二人でいることは互いの
失望をもたらした。二人の対立は修復が難しいほどに深刻化していた。ア
ルニムはベッティーナとの口論の後、背を向けて領地へ戻っていった。そ
の時期に農作物の販売会が組まれていたことに加え、年明けに町の裁判官
の訪問を受けることになっていたためである。ベルリン訪問は１月７日に
延期された。だが、アルニムが膝と足の痛みを訴え、訪問はさらに先延ば
しになった。アルニムはベッティーナからニーブールの死とそれに続く妻
の訃報も受けた。アルニムは手紙でベッティーナに油彩画製作を励まし、
サヴィニーには借金を申し込んだ。アルニムはこれまでにないほど疲れき
っているように思われた。
1831年１月16日の鉛筆書きの筆跡からアルニムの病状を案じたベッティー
ナは、二日後の18日にこう返信している。　
私にはあなたが鉛筆書きで寄こしたものが不安を鎮める徴のようには思
われません。それで私は一生懸命絵画に取り組んでいるとはいえ、とい
うのもそれが全く予想以上にうまく行っているからですが、それでも当
座はすべての喜びを失い、あなたが本当に快方に向かっているかどうか
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がわかるまではと、私の絵を脇に除けました。というのもあなたの手紙
からは、あなたが本当に真実を語っているのかどうかを、私は判断する
ことができないからです。21〔……〕本当にあなたが間違いなく快方に向
かっているという確信が持てなくなったら、あなたを見舞いに行かなけ
ればなりません。〔……〕子どもたちからの挨拶を送ります。そして私
もあなたに心からキスを送ります。あなたの傍にいたいという憧れを添
えて。22
これがアルニムに宛てた最後の手紙となった。　
三日後の1831年１月21日、50歳を目前にアルニムは脳卒中で突然この
世を去った。狩りの仲間と家で集まりを持っていたアルニムは、しかしそ
れを中座し、自室で晩のお茶を飲みながら、ティークの『フランツ・シュ
テルンバルトの遍歴』を手にしていた。食器を下げにきた給仕が床に倒れ
ている主人を見つけた。その日の晩に家族に看取られることなく息を引き
取った。
知らせを受けたベッティーナは10日間にわたってこの上なく激しい痛み
に襲われるが、その中でもサヴィニーに向かって、アルニム遺稿集の編纂
をヴィルヘルム・グリムに依頼したい旨を述べている。ベッティーナは早
くも２月１日には気持ちを持ち直し、グリム兄弟宛てに手紙を送っている。
そこではアルニムは半神へと変容を遂げていた。
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21 Ingeborg Drewitz: Bettine von Arnim, Romantik—Revolution—Utopie, Dsseldorf/Kln
（（Eugen Diederichs Verlag）1969, S.140
22 Hirsch, S.71
創造主たる神がその経歴から一つの芸術作品を創造しました。その美しい
精神は邪魔されることなく神に向かって成熟していきました。そしてその
成熟とともにそれに翼が生えてきました。そしてそのようにして彼は彼の
創り手である神に向かって飛んでいきました。苦しみもなく、別れの痛み
もなく。父が接吻をするために地上から抱き上げる子どものように。私を
かわいそうだと思わないでください、ご兄弟よ、私は彼の妻であり、７人
の子どもを身籠りました。この子どもたちの中には美しいことがとてもた
くさんあります。私はもうしばらくこの子たちと一緒にいなければなりませ
ん。そして私の愛のこの試練は私を彼と新たに結婚させるはずです。23
− 36 −
山下　　剛
23 Bttger, S.191
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